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「地元関係図」の職員研修を行いました
11月13日（水）、14日（木）にまちづくりセンターと総合事務所職員を対象とした「地元関係図」の活

用に向けた研修会を開催しました。ここでいう「地元関係図」とは、市内の地域自治区ごとにどんな組

織・団体が地域内で活動しているのか、分野別・コミュニティ階層別に整理したものです。
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上越市創造行政研究所は、平成１２年に設置された上越市役所の組織内シンクタンクです。当市のまちづくりを支援する
調査研究機関として、人口データなどの分析や情報提供、フォーラムやワークショップの開催、調査研究による政策提言な
どを行っています。 No.03

「地元関係図」の特徴は、まず地域全体の情報を

みんなで共有したり、他の地区と比較できることに

あります。また、団体間のつながりを図上に表現す

ることによって、「つながり」を地域資源として共

有することもできます。

さらに、地域の定住促進や子育て・福祉などのま

ちづくりを考える際に、地域の強みや弱み、連携の

強弱などを「天気図」として表現することによって、

地域全体を見通した課題や可能性、改善の方向を検

討することにも活用できます。

職員研修による「地元天気図」の作成の様子

大島・浦川原・牧の３区では、昨年度に地元関係図を作成しました。その後の住民ワークショップでは、

天気図で明らかになった地域の可能性、課題、連携が必要な箇所をもとに、地域の進化形を「未来天気

図」として作成し、定住促進に向けた取組を検討しました。

今年度は、まちづくりセンターや総合事務所の協力を得て全28区の地元関係図を作成中であり、今回の

職員研修はこれを用いて実施しましたが、いずれは各地区でもご活用いただきたいと考えています。

団体や取り組みが強みになっ
ている場合

団体や取り組みに課題が感
じられ、何とかしたいと考えて
いる場合

今後の地域にとって要になる
ような新しい風をもたらしうる
存在

強みとなる関係性が築けて
いる団体同士を結ぶ線

関係性が弱い（強めたい）
団体同士を結ぶ線

高

低

6つの分野、3つのコミュニティ階層別に
整理されており、多様な団体が地域
内で活動していることがわかります。

また、以下のパーツを図上に置いて「地
元天気図」を作ることもできます。

（例）浦川原区の地元関係図

台
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上越
ならではの
地域資源
情報の編集

看護大学での授業風景 書籍「越境アプローチに
よる地域学習のすゝめ」

人口データ
の分析や
地元関係図
の作成

上越市の人口データを
地区別に集計・分析

地区内にある様々な組織を
地元関係図として整理

市内モデル
地区での
定住促進策
の検討支援 定住促進策を考える

住民ワークショップ
中学生が未来のまちを
レゴブロックで表現

第２部は、当研究所における昨年度からの取組を中

心にご紹介します。（詳細は右記参照）

まちづくりに関わる方々や地域学習に取り組む教育

関係者、講演内容や当研究所にご関心のある方々など、

皆さまからのご参加をお待ちしております。

お申込みはこちらの二次元コードから！ ➡

第１部は、貧困対策やこども食堂

の取組で著名な湯浅さんをお招きし

て、こども食堂の普及状況やその背

景と意義を学び、コミュニティでの

つながりや居場所づくりについて考

えます。

11月号でご案内したとおり、当研究所主催による

２部構成のシンポジウムを行います。

日時：2024年12月5日（木）15:30～20:00
場所：ミュゼ雪小町ギャラリーＡ～Ｃ

（上越市本町5-4-5 あすとぴあ高田5階）

上創研シンポジウム2024を開催します（第2報）

11月22日（金）、中郷中学校でレゴブロックを使って未来の中郷の姿を表現するワークショップを開催し

ました。このワークショップは、一般社団法人中郷区さとまる学校が主催し、中学校や地域協議会、総合事

務所、当研究所が協力しました。

まず2年生23人が「克雪」「駅」「産業」「学ぶ」のテーマを分担して、将来の中郷区の姿をレゴブロッ

クで表現しました。昼休みの時間をはさんで班ごとの発表を行いましたが、中には給食を早く食べ終え、仕

上げ作業を行うこどもたちの姿もありました。

完成した作品は「4人で1つの中郷なので、4作品全部に（地域の資源である）川が流れるようにした」も

のや「自然を活かして町をカラフルにした」など、現在中郷にあるものを活かして、魅力ある将来のふるさ

と中郷の姿が表現できていたと思います。ワークショップを参観した大人からは「こどもたちは既にまちづ

くりを一緒に考える仲間。今回レゴブロックでつくったまちを実現させるためにも一緒に頑張っていこう」

という声もあり、ワークショップの効果が早速感じられたところです。

作品を前に集合写真将来の中郷の姿をレゴブロックで表現

【中郷区】未来のふるさとを考えるレゴワークショップを開催

シンポジウムに関する

市ホームページはこちら ➡
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